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福
祉
国
家
と
国
民
統
合

――
社
会
保
障
制
度
に
よ
る
所
得
移
転
は
国
家
の
解
体
を
進
め
る
か

松　

尾　

秀　

哉

1
．
は
じ
め
に

一
般
に
福
祉
国
家
、
す
な
わ
ち
年
金
、
医
療
保
険
と
い
っ
た
社
会
保
障
制
度
に
よ
っ
て
所
得
移
転
を
行
い
、
社
会
的
弱
者
を
救
済
す
る
現

代
の
国
家
と
は
、
弱
者
の
生
活
を
保
護
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
市
場
経
済
に
よ
っ
て
生
じ
る
弱
者
の
不
満
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

結
果
的
に
か
れ
ら
を
、
当
該
国
家
を
形
成
す
る
「
国
民
」
へ
と
（
再
）
統
合
さ
せ
る
機
能
を
有
す
る
と
さ
れ
て
き
た
。
は
た
し
て
そ
れ
は
本

当
だ
ろ
う
か
。

以
下
で
は
、
こ
の
自
明
視
さ
れ
て
き
た
命
題
に
、
西
欧
の
小
国
ベ
ル
ギ
ー
を
事
例
に
し
て
挑
戦
し
て
み
た
い
。
ベ
ル
ギ
ー
は
、
ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
を
首
都
と
す
る
西
欧
の
小
国
で
あ
る
。
一
八
三
〇
年
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
独
立
を
果
た
し
て
以
来
、
ベ
ル
ギ
ー
は
、
主
に
北
方
に
住
む
フ

ラ
マ
ン
民
族
（
ゲ
ル
マ
ン
系
）
と
南
方
の
ワ
ロ
ン
民
族
（
ラ
テ
ン
系
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
実
は
二
〇
〇
七
年
以
降
、
民
族
対
立

が
激
し
く
な
り
、
特
に
二
〇
〇
八
年
は
国
家
分
裂
の
危
機
に
あ
っ
た
。
現
在
も
ま
だ
短
命
政
権
が
続
き
、
政
治
的
に
は
不
安
定
な
状
況
に

あ
る
。
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135 福祉国家と国民統合

こ
の
民
族
対
立
は
、
前
者
が
オ
ラ
ン
ダ
語
を
話
し
、
後
者
が
フ
ラ
ン
ス
語
を
語
る
た
め
、
異
な
る
言
語
を
語
る
民
族
間
の
争
い
と
し
て

「
言
語
紛
争
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
「
分
裂
危
機
」
に
至
る
ま
で
激
し
い
も
の
と
な
っ
た
要
因
と
し
て
、
両
民
族
間
の
経

済
格
差
と
ベ
ル
ギ
ー
社
会
保
障
制
度
の
機
能
不
全
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
こ
ま
で
の
筆
者
の
研
究
を
要
約
し
つ
つ
、
ベ
ル
ギ
ー
史
を
マ
ク
ロ
な
視
点
で
概
観
し
、
逆
に
社
会
保
障
制
度
は
ベ
ル
ギ
ー

に
お
い
て
十
分
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
分
裂
危
機
が
生
じ
て
い
る
要
因
を
考
え
て
み
た
い
。
ま

ず
、
次
章
で
は
「
福
祉
国
家
と
国
民
統
合
」
に
関
す
る
言
説
を
整
理
し
問
題
を
提
起
し
た
い
。
次
に
ベ
ル
ギ
ー
史
を
概
観
し
な
が
ら
、
特
に

昨
年
来
の
ベ
ル
ギ
ー
の
「
分
裂
危
機
」
を
説
明
し
、
こ
の
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
「
危
機
」
と
社
会
保
障
制
度
と
の
関
係
を
説
明
す
る
。
最
後

に
、「
所
得
移
転
が
有
効
だ
か
ら
こ
そ
国
家
が
分
裂
す
る
」
と
い
う
命
題
を
検
討
す
る
が
、
本
稿
で
は
、
ベ
ル
ギ
ー
福
祉
国
家
を
成
立
さ
せ

て
き
た
と
言
わ
れ
る
「
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
」
思
想
を
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
マ
リ
タ
ン
の
思
想
を
通
じ
て
検
討
し
、
そ
の
脆
弱
性
を
指
摘
す

る
。
思
想
を
見
る
こ
と
の
意
義
は
、
そ
の
際
併
せ
て
論
じ
た
い
。

2
．
福
祉
国
家
と
国
民
統
合

福
祉
国
家
が
国
民
統
合
機
能
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
齊
藤
純
一
は
「
…
…
長
期
失
業
な
ど
に
よ
っ

て
経
済
的
に
排
除
さ
れ
る
人
び
と
は
、
た
ん
に
収
入
を
失
う
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
的
に
も
孤
立
し
が
ち
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
政
治
的
な

無
力
化
や
自
尊
の
感
情
の
喪
失
な
ど
を
惹
き
起
こ
し
て
い
く
。
さ
ま
ざ
ま
な
排
除
は
互
い
に
連
動
し
て
人
び
と
の
生
を
追
い
詰
め
て
お
り
、

そ
う
し
た
負
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
こ
と
が
社
会
保
障
の
果
た
す
べ
き
固
有
の
機
能
で
あ
る
）
1
（

」
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
堀
江
孝
司
は
、
福
祉
国
家
思
想
の
代
表
的
論
者
、
T
・
H
・
マ
ー
シ
ャ
ル
の
著
名
な
「
社
会
的
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
論
」
を
紹
介
し
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つ
つ
、
現
在
の
福
祉
国
家
が
直
面
し
て
い
る
状
況
を
、「
昨
今
の
厳
し
い
経
済
状
況
下
で
、﹇
社
会
保
障
﹈
政
策
の
再
分
配
機
能
が
弱
ま
れ

ば
、『
国
民
』
内
部
の
格
差
が
拡
大
し
、
社
会
の
解
体
と
い
う
問
題
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
新
た
な
貧
困
の
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
）
2
（

」
と
警
鐘

を
鳴
ら
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
社
会
保
障
制
度
に
よ
る
所
得
移
転
は
、
結
果
的
に
国
民
国
家
に
お
け
る
国
民
を
再
統
合
、
再
形
成
す
る
機
能
を
有
し
て
い

る
。
で
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
ベ
ル
ギ
ー
の
「
国
家
分
裂
危
機
」
は
、
こ
の
機
能
と
ど
の
よ
う
に
関
係
を
有
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
以

下
、
ベ
ル
ギ
ー
史
を
概
観
し
た
い
。

3
．
ベ
ル
ギ
ー
の
歴
史　

統
合
・
連
邦
化
・
分
裂
危
機

地
理
的
に
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
に
は
さ
ま
れ
た
ベ
ル
ギ
ー
は
、
昔
か
ら
流
通
、
貿
易
の
か
な
め
と
し
て
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
十
字
路
」
と
呼

ば
れ
、
近
隣
の
大
国
に
よ
っ
て
常
に
支
配
さ
れ
て
き
た
。
ロ
ー
マ
帝
国
崩
壊
後
、
ド
イ
ツ
、
ス
ペ
イ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
に
属
し
、
フ
ラ

ン
ス
革
命
後
に
フ
ラ
ン
ス
に
併
合
さ
れ
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
の
ウ
ィ
ー
ン
会
議
に
よ
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
に
併
合
さ
れ
る
。
ベ
ル
ギ
ー
が
オ
ラ

ン
ダ
の
支
配
に
対
抗
し
て
独
立
革
命
を
な
し
と
げ
た
の
は
、
一
八
三
〇
年
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
地
理
的
、
歴
史
的
条
件
に
よ
っ
て
、
ベ
ル
ギ
ー
は
強
力
な
国
民
国
家
を
早
期
に
形
成
で
き
ず
、
複
数
の
民
族
で
構
成
さ
れ
る

多
民
族
国
家
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
独
立
当
初
か
ら
ベ
ル
ギ
ー
の
南
方
に
は
ロ
ー
マ
帝
国
の
支
配
下
で
ラ
テ
ン
化
し
た
ワ
ロ
ン
民
族
が
住

み
、
北
方
に
は
そ
こ
に
侵
入
し
て
き
た
ゲ
ル
マ
ン
系
の
フ
ラ
マ
ン
民
族
が
住
む
。
こ
の
よ
う
な
民
族
的
相
違
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
ベ

ル
ギ
ー
が
ひ
と
つ
の
国
家
と
し
て
独
立
し
た
要
因
の
ひ
と
つ
は
、
ウ
エ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
あ
る
。
宗
教
戦
争
を
恐
れ
た
各
諸
邦
は
、
オ

ラ
ン
ダ
に
は
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
が
多
く
、
逆
に
ベ
ル
ギ
ー
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
者
が
多
い
こ
と
を
理
由
に
、
オ
ラ
ン
ダ
と
ベ
ル
ギ
ー
を
分
け
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137 福祉国家と国民統合

て
、
そ
の
境
界
線
を
定
め
た
と
さ
れ
る
）
3
（

。

ま
た
、
一
八
三
〇
年
の
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
独
立
戦
争
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
優
遇
税
制
措
置
へ
の
抵
抗
が
発
端
で
あ
っ
た
と
さ

れ
る
）
4
（

。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
民
族
的
相
違
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ベ
ル
ギ
ー
と
い
う
国
家
が
作
り
出
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

当
時
ワ
ロ
ン
地
方
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
イ
ギ
リ
ス
に
次
い
で
二
番
目
、
大
陸
で
は
も
っ
と
も
は
や
く
産
業
革
命
を
経
験
し
、
鉱
工
業
を

中
心
に
経
済
的
繁
栄
を
迎
え
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
地
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
話
す
こ
と
の
で
き
る
も
の
の
み
が
エ
リ
ー
ト
に
な
れ
る
と
い
う

「
政
治
的
・
経
済
的
不
均
衡
）
5
（

」
が
存
在
し
た
。
独
立
当
初
の
ベ
ル
ギ
ー
で
は
、
経
済
的
に
優
位
で
あ
っ
た
ワ
ロ
ン
の
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
言

語
一
元
化
、
国
民
統
合
政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
九
世
紀
末
か
ら
そ
れ
に
対
抗
し
て
、
公
的
領
域
に
お
け
る
オ
ラ
ン

ダ
語
の
使
用
権
利
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
運
動
、
フ
ラ
マ
ン
運
動
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
両
「
言
語
」
の
対
立
が
「
言
語
紛
争
」
と
呼

ば
れ
る
。

「
言
語
紛
争
」
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
と
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
ま
で
に
、
じ
ょ
じ
ょ
に
公
的
な
場
で
の
オ
ラ
ン
ダ
語
使
用
が
認
め
ら
れ

て
い
っ
た
。
一
九
世
紀
末
に
は
、
フ
ラ
マ
ン
地
方
で
オ
ラ
ン
ダ
語
が
公
用
語
と
な
り
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
フ
ラ
マ
ン
地
方
で
オ
ラ
ン
ダ
語

が
、
ワ
ロ
ン
地
方
で
フ
ラ
ン
ス
語
が
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
は
両
言
語
が
、
そ
れ
ぞ
れ
公
用
語
と
な
る
。
い
わ
ゆ
る
「
地
域
言
語
制
」
が
導
入

さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
ワ
ロ
ン
優
位
の
「
政
治
的
・
経
済
的
不
均
衡
」
は
実
質
的
に
残
存
し
た
。

し
か
し
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
で
急
激
に
フ
ラ
マ
ン
の
人
口
が
増
加
し
、
ま
た
豊
か
な
港
を
も
つ
フ
ラ
マ
ン
に
外
資
が
集
中
し
て
五
〇
年

代
以
降
フ
ラ
マ
ン
経
済
が
急
成
長
し
た
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
ワ
ロ
ン
経
済
を
さ
さ
え
て
い
た
石
炭
の
需
要
が
国
際
的
に
低
下
し
つ
つ
あ
っ

た
。
こ
う
し
て
フ
ラ
マ
ン
と
ワ
ロ
ン
と
の
経
済
的
、
社
会
的
地
位
が
逆
転
し
、
双
方
の
対
立
は
激
し
い
も
の
と
化
し
、
し
ば
し
ば
政
局
も
停

滞
し
た
政
治
的
危
機
に
陥
っ
た
。

こ
う
し
た
言
語
紛
争
の
激
化
に
と
も
な
い
、
政
党
制
は
変
化
し
て
い
く
。
と
く
に
六
五
年
の
選
挙
で
は
、
そ
れ
ま
で
安
定
的
に
政
権
を
維

持
し
て
き
た
カ
ト
リ
ッ
ク
、
社
会
の
二
大
政
党
が
一
気
に
得
票
率
、
獲
得
議
席
数
を
落
と
し
、
オ
ラ
ン
ダ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
そ
れ
ぞ
れ
の
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言
語
利
益
を
第
一
に
主
張
す
る
言
語
主
義
政
党
が
台
頭
す
る
。
そ
し
て
六
五
年
選
挙
後
、
い
っ
そ
う
ベ
ル
ギ
ー
は
混
乱
す
る
こ
と
に
な
る
。

名
高
い
ル
ー
ヴ
ァ
ン
大
学
を
二
つ
の
言
語
別
の
大
学
へ
分
割
す
る
か
否
か
を
め
ぐ
り
激
し
い
紛
争
（
ル
ー
ヴ
ァ
ン
大
学
紛
争
）
が
生
じ
、

一
九
六
八
年
に
そ
の
処
理
の
中
で
意
見
を
違
え
た
カ
ト
リ
ッ
ク
が
、
フ
ラ
マ
ン
と
ワ
ロ
ン
に
根
ざ
し
た
二
つ
の
地
域
政
党
へ
と
分
裂
、
そ
の

後
、
自
由
党
そ
し
て
社
会
党
も
地
域
政
党
へ
と
分
裂
す
る
）
6
（

。

こ
う
し
た
混
乱
の
対
応
と
し
て
、
ベ
ル
ギ
ー
は
七
〇
年
か
ら
分
権
化
改
革
に
着
手
す
る
。
結
果
的
に
計
四
回
の
憲
法
改
正
を
経
て
、

一
九
九
三
年
、
ベ
ル
ギ
ー
は
中
央
集
権
的
国
家
体
制
か
ら
連
邦
国
家
へ
と
移
行
す
る
。
こ
れ
は
中
央
政
府
（
対
外
政
策
、
社
会
保
障
を
管

轄
）
の
他
に
、
一
般
的
な
「
地
域
」
政
府
（
公
共
事
業
を
管
轄
）、
さ
ら
に
オ
ラ
ン
ダ
語
集
団
と
フ
ラ
ン
ス
語
集
団
（
教
育
・
文
化
政
策
を

管
轄
）
と
い
う
属
人
的
な
「
言
語
共
同
体
」
を
構
成
要
素
と
し
て
認
め
て
い
る
三
層
か
ら
な
る
連
邦
制
で
あ
る
。
か
つ
か
な
り
の
権
限
を

中
央
か
ら
地
域
・
共
同
体
に
譲
渡
し
て
い
る
。
中
央
集
権
国
家
が
連
邦
国
家
へ
と
分
離
的
に
再
編
さ
れ
る
点
、
ま
た
言
語
と
い
う
人
的
属

性
に
よ
っ
て
そ
の
単
位
が
構
成
さ
れ
た
点
で
、
ベ
ル
ギ
ー
の
歴
史
と
連
邦
制
度
は
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
う
し
た
特
徴
を
有
す
る
ベ
ル
ギ
ー

は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
政
治
学
者
、
レ
イ
プ
ハ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
と
並
び
、
安
定
的
な
「
多
極
共
存
型
民
主
主
義
（consociational 

dem
ocracy

）」
国
家
）
7
（

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
西
欧
小
国
に
特
徴
的
な
民
主
主
義
体
制
の
類
型
で
、
宗
教
、
民

族
な
ど
深
遠
な
社
会
的
亀
裂
を
有
し
て
い
る
国
家
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安
定
的
な
民
主
主
義
体
制
を
維
持
し
て
き
た
国
家
の
こ
と
を

指
す
。

し
か
し
、
連
邦
制
を
採
っ
て
も
、
フ
ラ
マ
ン
と
ワ
ロ
ン
の
対
立
は
続
い
て
い
る
。
少
な
く
と
も
現
在
の
状
況
を
み
る
と
、
言
語
問
題
が
解

決
し
た
と
は
い
い
が
た
い
。
と
く
に
二
〇
〇
七
年
六
月
一
〇
日
に
ベ
ル
ギ
ー
で
は
国
政
選
挙
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
政
局
は
混
乱
し

た
。
論
点
は
、
社
会
保
障
財
源
の
分
権
化
に
あ
っ
た
。

六
〇
年
代
に
端
を
発
し
た
フ
ラ
マ
ン
と
ワ
ロ
ン
の
経
済
格
差
は
一
向
に
是
正
さ
れ
て
い
な
い
。
現
在
で
は
各
フ
ラ
マ
ン
の
家
庭
が
ワ
ロ
ン

の
家
庭
に
対
し
て
五
年
ご
と
に
新
車
を
一
台
買
い
与
え
て
い
る
と
い
う
試
算
も
あ
る
ほ
ど
、
両
「
言
語
」
間
の
所
得
格
差
と
税
負
担
の
格
差

ky46204福祉国家d偶.indd   138 10.4.8   4:33:28 AM



139 福祉国家と国民統合

が
拡
が
っ
て
い
る
）
8
（

。

こ
う
し
た
格
差
拡
大
を
背
景
に
生
じ
た
の
が
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
一
三
日
夜
、
ベ
ル
ギ
ー
の
フ
ラ
ン
ス
語
系
国
営
放
送
で
あ
る

R
T
B
F
（la R

adio Télévision B
elge Francofone

）
に
よ
る
「
ベ
ル
ギ
ー
分
裂
」
報
道
で
あ
る
。
こ
の
夜
、
通
常
放
送
中
、
突
如
「
ベ

ル
ギ
ー
の
フ
ラ
マ
ン
地
域
が
独
立
す
る
」
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
さ
れ
、
し
か
も
「
生
中
継
」
で
フ
ラ
マ
ン
「
国
旗
」
を
掲
げ
る
群
衆
の
映

像
、
フ
ラ
マ
ン
「
国
境
」
で
止
め
ら
れ
て
い
る
地
下
鉄
の
映
像
な
ど
が
映
し
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
間
局
に
は
よ
り
詳
細
な
情
報
を
求
め
る
電
話
が
殺
到
し
、
各
国
在
ベ
ル
ギ
ー
大
使
館
か
ら
も
首
相
官
邸
に
問
い
合
せ
が
相
続
い
た
。

約
三
〇
分
後
、
こ
れ
が
架
空
（la fiction

）
の
報
道
で
あ
る
と
の
テ
ロ
ッ
プ
が
流
さ
れ
、
そ
の
後
政
府
筋
は
、
一
九
三
八
年
の
ア
メ
リ
カ

で
H
・
G
・
ウ
ェ
ル
ズ
作
『
宇
宙
戦
争
』
の
ラ
ジ
オ
放
送
が
引
き
起
し
た
騒
動
を
引
き
合
い
に
出
し
、「
…
…
公
共
放
送
局
が
…
…
事
実
で

あ
る
が
ご
と
く
『
ベ
ル
ギ
ー
の
終
わ
り
』
を
報
道
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
無
責
任
で
あ
る
」、「
国
家
の
制
度
と
安
定
と
を
弄
ん
だ
」
と
批

判
し
、
首
都
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
は
ベ
ル
ギ
ー
の
統
一
を
支
持
す
る
市
民
の
デ
モ
が
発
生
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
R
T
B
F
側
は

「
我
々
の
意
図
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
人
び
と
に
対
し
て
『
ベ
ル
ギ
ー
の
将
来
』
に
つ
い
て
問
題
を
提
起
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
数
ヶ
月
の
あ
い
だ

に
ベ
ル
ギ
ー
国
家
が
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
意
識
を
喚
起
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。

こ
の
騒
動
自
体
は
一
時
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。「
こ
の
報
道
に
対
す
る
ほ
ぼ
国
内
全
域
か
ら
の
批
判
は
、『
国
家
統
一
』
の
支
持
が
な
お
高

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
の
フ
ラ
ン
ス
語
（
自
由
主
義
系
）
新
聞
、『
自
由
な
ベ
ル
ギ
ー
』
の
指
摘
は
正
し
い
。
し
か
し
、
他
方
で
、
極

右
政
党
は
「
…
…
ベ
ル
ギ
ー
の
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
人
び
と
に
と
っ
て
、
今
ま
で
分
裂
と
い
う
考
え
は
空
論
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の

架
空
報
道
に
よ
っ
て
、
突
然
そ
れ
は
現
実
味
を
帯
び
る
こ
と
に
な
っ
た
」、「
ベ
ル
ギ
ー
の
崩
壊
﹇
の
是
非
﹈
は
す
で
に
問
題
に
は
な
ら
な

い
。
も
は
や
「
い
つ
」
分
裂
す
る
の
か
、
と
い
う
次
元
の
問
題
な
の
だ
」
と
、
む
し
ろ
分
離
主
義
的
主
張
を
強
め
て
い
る
よ
う
に
映
る
。
ア

メ
リ
カ
『
シ
カ
ゴ
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
』
の
記
者
、
ト
ム
・
ハ
ン
ド
レ
イ
氏
は
、
こ
の
騒
動
後
、
以
下
の
よ
う
に
フ
ラ
マ
ン
と
ワ
ロ
ン
と
の
関

係
を
風
刺
し
た
。
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彼
ら
は
長
い
間
、
家
庭
内
別
居
し
て
い
る
夫
婦
で

あ
っ
た
。
彼
ら
は
同
じ
番
組
を
観
ず
、
同
じ
音
楽
を
聴

か
な
い
。
同
じ
言
葉
で
す
ら
話
さ
な
い
。
唯
一
彼
ら
に

共
通
し
て
い
る
好
み
は
、
ビ
ー
ル
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の

み
だ
。
彼
ら
は
惰
性
で
一
緒
に
い
る
だ
け
で
、
家
計
と

0

0

0

共
有
財
産
を
分
け
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
頭
痛
の
種
だ
か
ら
一
緒
に

過
ご
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
﹇
傍
点
は
松
尾
に
よ
る
）
9
（

﹈。

つ
ま
り
、
経
済
格
差
と
、
所
得
移
転
に
よ
る
不
平
等
感
が
、
ベ
ル

ギ
ー
分
裂
危
機
の
背
景
に
は
あ
る
。
こ
う
し
た
騒
動
を
背
景
に
行
わ

れ
た
二
〇
〇
七
年
総
選
挙
の
結
果
、
九
九
年
以
来
政
権
を
維
持
し
て

き
た
自
由
主
義
系
政
党
が
敗
北
し
、
社
会
保
障
財
源
を
分
権
化
し
、

ベ
ル
ギ
ー
北
方
に
住
む
フ
ラ
マ
ン
民
族
の
自
治
を
高
め
よ
う
と
主
張

す
る
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
系
政
党
、
す
な
わ

ち
「
キ
リ
ス
ト
教
民
主
フ
ラ
マ
ン
党
（C

hristen-D
em

ocratisch 

en V
laam

s 
以
下
C
D
V
）」
が
勝
利
し
た
（
表
1
）。

こ
の
選
挙
後
、
先
の
C
D
V
を
軸
に
政
権
形
成
が
試
み
ら
れ
た）10
（

が
、
自
治
、
独
立
を
要
求
す
る
フ
ラ
マ
ン
系
諸
政
党
と
、
ベ
ル
ギ
ー

政　　　党 議席数（前回からの増減）

CD&V／NVA連立（フランデレン・キリ民） 30（＋18）

MR（ワロン・自由） 23 （-1）

PS（ワロン・社会） 20 （-5）

VLD（フランデレン・自由） 18 （-7）

VB（フランデレン・極右） 17 （-1）

SP.a/sprite（フランデレン・社会） 14 （-9）

CDH（ワロン・キリ民） 10 （＋2）

Ecolo（ワロン・環境） 8 （＋4）

GROEN！（フランデレン・環境） 4 （＋4）

FN（ワロン・極右） 1 （±0）

表1　2007年下院選挙結果
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統
一
維
持
を
主
張
す
る
ワ
ロ
ン
系
政
党
と
の
合
意
は
困
難
で
あ
っ
た
。
こ
の
連
合
形
成
交
渉
の
間
、
政
治
不
信
の
高
ま
り
を
と
も
な
い
つ

つ
、
ベ
ル
ギ
ー
の
世
論
、
マ
ス
コ
ミ
を
中
心
に
、
フ
ラ
マ
ン
は
独
立
す
べ
き
で
あ
る
、
ベ
ル
ギ
ー
と
い
う
国
家
は
も
は
や
不
要
で
あ
る
、
な

ど
の
意
見
に
支
配
さ
れ
た
）
11
（

。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
ベ
ル
ギ
ー
分
裂
危
機
」
で
あ
る
。

結
局
お
お
よ
そ
二
〇
〇
日
も
の
政
権
空
白
期
間
（
戦
後
西
欧
史
上
最
長
）
を
経
て
、
い
っ
た
ん
二
〇
〇
七
年
末
に
前
自
由
党
が
暫
定
政
権

（
予
算
成
立
の
た
め
）
を
成
立
さ
せ
、
そ
の
後
三
月
に
C
D
V
の
ル
テ
ル
ム
（Leterm

e, Yves C
am

ille D
ésiré

）
を
首
相
と
す
る
五
党
連

立
政
権
が
成
立
し
た
）
12
（

。

し
か
し
、
分
権
化
を
進
め
よ
う
と
す
る
C
D
V
の
改
革
は
進
ま
ず
、
首
相
ル
テ
ル
ム
は
三
ヵ
月
後
に
辞
意
を
表
明
、
い
っ
た
ん
国
王

に
よ
っ
て
慰
留
さ
れ
る
が
、
結
局
二
〇
〇
八
年
一
二
月
末
に
約
一
年
で
辞
任
、
現
在
は
や
は
り
C
D
V
の
フ
ァ
ン
・
ロ
ン
パ
イ
（Van 

R
om

puy, H
erm

an

）
が
首
相
と
な
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
今
後
の
展
開
は
予
断
を
許
さ
な
い
〔
二
〇
〇
九
年
一
二
月
に
は
フ
ァ
ン
・
ロ
ン
パ

イ
が
E
U
理
事
会
の
常
任
議
長
、
い
わ
ゆ
る
E
U
大
統
領
と
な
っ
た
た
め
に
、
ベ
ル
ギ
ー
首
相
を
辞
任
し
、
後
任
に
は
再
び
ル
テ
ル
ム
が

な
っ
た
〕。

も
し
以
上
の
ベ
ル
ギ
ー
史
を
、
単
線
的
に
「
統
一
」
↓
「
連
邦
化
」
↓
「
分
裂
危
機
」
と
単
純
化
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
節
目
に
両
民

族
間
の
経
済
格
差
と
社
会
保
障
制
度
に
問
題
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
連
邦
化
改
革
の
発
端
と
な
っ
た
六
〇
年
代
の
言
語
紛
争
は
、

背
景
と
し
て
「
フ
ラ
マ
ン
と
ワ
ロ
ン
と
の
経
済
的
、
社
会
的
地
位
が
逆
転
し
」
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
す
で
に
経
済
的
に
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ヴ
を

有
す
る
フ
ラ
マ
ン
が
、
よ
り
現
実
的
な
政
治
的
権
利
を
求
め
て
「
不
均
衡
」
の
打
開
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
近
年
の
分
裂
危
機
は
、
前
述
の
通
り
、
フ
ラ
マ
ン
に
よ
る
社
会
保
障
財
源
負
担
が
不
平
等
感
を
高
め
、
フ
ラ
マ
ン
の
独
立
運
動
を

強
く
し
て
い
る
。
御
一
読
さ
れ
た
読
者
は
、
分
裂
危
機
の
要
因
が
、
両
民
族
間
の
経
済
格
差
と
所
得
移
転
の
機
能
不
全
に
あ
る
、
と
感
じ
る

か
も
し
れ
な
い
）
13
（

。
し
か
し
、
以
下
の
図
1
を
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
れ
は
、
し
ば
し
ば
我
が
国
の
社
会
保
障
制
度
の
脆
弱
さ
を
指
摘
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
派
遣
村
を
立
ち
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上
げ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
湯
浅
誠
は
、
こ
の
図
に
よ
り
、
日
本
の
社
会
保
障
制
度
が
十
分
に
「
貧
困
」
の
撲
滅
に
機
能
し
て
い
な
い
と

主
張
す
る
）
15
（

。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
図
は
、
ベ
ル
ギ
ー
で
は
社
会
保
障
制
度
に
よ
る
所
得
移
転
が
十
分
に
機
能
し
、
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る

貧
困
層
の
救
済
が
相
対
的
に
効
果
的
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
少
な
く
と
も
社
会
保
障
制
度
に
関
す
る
限

り
、
ベ
ル
ギ
ー
は
所
得
移
転
が
良
好
に
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
昨
今
の
分
裂
危
機
を
考
え
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
社
会
保
障

図
1　
税
と
社
会
保
障
移
転
に
よ
る
相
対
的
貧
困
率
削
減
効
果
（

14）

30%

2000
M
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E
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overty
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overty rate, d
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143 福祉国家と国民統合

に
よ
る
所
得
移
転
が
効
果
的
に
機
能
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
国
家
の
分
裂
危
機
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
で
は
、
そ
れ
は
な

ぜ
だ
ろ
う
か
。

あ
え
て
記
し
て
お
く
が
、
筆
者
は
決
し
て
所
得
移
転
に
よ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
が
無
意
味
だ
と
言
お
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
学
術
論
文
で
あ
る
こ
と
を
承
知
で
個
人
的
な
所
感
を
記
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
筆
者
は
大
学
時
代
か
ら
日
雇
労
働
者
支
援
（
主
に
笹

島
）
に
か
か
わ
り
、
行
政
の
支
援
不
足
を
痛
感
し
て
き
た
。
ま
た
障
害
者
の
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
支
援
施
設
に
か
か
わ
り
、
近
年
の
我

が
国
に
お
け
る
新
自
由
主
義
的
政
策
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
施
設
で
働
く
方
々
が
追
い
詰
め
ら
れ
、
ま
さ
に
血
を
吐
く
思
い
で
支
援
を
継
続

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
悲
し
み
と
怒
り
を
も
っ
て
近
年
の
政
策
を
受
け
止
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
闘
い
、
是
正
す
る
こ

と
が
筆
者
の
研
究
者
と
し
て
の
使
命
で
あ
る
と
も
感
じ
て
い
る
し
、
そ
れ
が
不
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
研
究
者
や
教
育
者
で
あ
る
こ
と
の
意

味
は
な
い
と
も
感
じ
て
い
る
。
そ
れ
が
ゆ
え
に
、
あ
え
て
西
欧
の
小
国
で
生
じ
て
い
る
不
可
解
な
事
態
を
把
握
し
た
い
の
で
あ
る
。
良
好
な

機
能
こ
そ
が
原
因
な
の
か
。
そ
れ
と
も
他
に
要
因
が
あ
る
の
か
。
そ
の
根
源
は
ど
こ
か
。

一
般
的
に
「
福
祉
国
家
の
危
機
」
に
関
す
る
要
因
は
十
分
議
論
さ
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
行
政
学
的
視
点
か
ら
は
財
政
負
担
の
問
題
、
よ

り
大
き
な
国
際
政
治
的
視
点
か
ら
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
経
済
的
自
由
化
と
競
争
の
激
化
な
ど
、
そ
の
原
因
が
理
解
さ
れ
て
い
る
）
16
（

。
そ
う

し
た
既
存
の
言
説
は
正
し
い
。
し
か
し
本
稿
で
は
「
思
想
」
の
問
題
に
立
ち
入
っ
て
み
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
す
で
に
福
祉
国
家
の
危
機
は
、

既
存
の
社
会
の
在
り
方
に
対
す
る
哲
学
的
、
思
想
的
課
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ピ
エ
ー
ル
・
ロ
ザ
ン
ヴ
ァ
ロ
ン
に
よ
れ
ば
、

新
た
な
社
会
問
題
が
到
来
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
社
会
的
な
も
の
の
管
理
に
か
か
わ
る
か
つ
て
の
方
法
が
、
も
は
や
時
代
に

適
合
し
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
一
九
七
〇
年
代
末
以
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
福
祉
国
家
の
危
機
が
、
性
質
を
変
え
て
き
た

と
い
う
事
実
も
、
そ
の
こ
と
を
証
言
し
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
代
初
頭
以
来
、
危
機
は
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
﹇
い
わ
ゆ
る
リ

ス
ク
社
会
の
到
来
を
意
味
す
る
﹈。
た
え
ず
制
度
を
圧
迫
し
て
き
た
悩
ま
し
き
財
政
問
題
や
機
能
不
全
を
越
え
て
、
連
帯
を
組
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織
す
る
た
め
の
原
理
や
社
会
権
の
概
念
そ
の
も
の
が
再
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
今
や
問
題
は
哲
学
的
次
元
に
あ
る
の
だ
）
17
（

。

従
来
、
福
祉
国
家
や
社
会
保
障
の
制
度
化
を
思
想
的
、
哲
学
的
に
考
え
る
場
合
に
は
、
ロ
ザ
ン
ヴ
ァ
ロ
ン
同
様
に
、
社
会
民
主
主
義
思
想

に
注
目
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
大
陸
西
欧
諸
国
で
は
、
実
は
「
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
」
政
党
が
そ
の

制
度
化
に
尽
力
し
て
い
た
こ
と
を
鑑
み
、
本
稿
で
は
「
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
」
思
想
に
注
目
し
て
み
た
い
）
18
（

。
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
（
政

党
）
は
、
キ
リ
ス
ト
教
会
を
母
体
と
す
る
が
故
に
多
様
な
階
級
を
包
括
し
、
そ
れ
ら
の
利
益
を
「
調
停
」
し
て
、
中
道
的
な
政
策
を
提
示
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
西
欧
（
と
く
に
大
陸
）
福
祉
国
家
の
建
設
に
寄
与
し
て
き
た
と
言
わ
れ
る
）
19
（

。
ま
た
、
柴
田
寿
子
に
よ
れ
ば
、
カ
ト
リ
ッ

ク
社
会
教
説
は
、「
補
完
性
原
理
に
よ
る
人
間
的
な
生
活
と
貧
し
く
傷
つ
き
や
す
い
人
々
と
の
連
帯
に
尊
厳
、
人
権
、
共
通
善
の
拠
り
所
を

求
め
、
慈
善
や
所
得
移
転
を
支
持
し
た
）
20
（

」。
こ
う
し
た
「
思
想
」
の
再
考
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
ベ
ル
ギ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教

民
主
主
義
政
党
の
歴
史
的
意
義
を
説
明
し
、
そ
の
後
「
考
察
」
と
し
て
思
想
の
問
題
に
触
れ
る
。
そ
の
う
え
で
、「
結
論
」
と
し
て
「
今
後

の
ベ
ル
ギ
ー
」
に
つ
い
て
の
見
解
を
述
べ
る
。

4
．
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
と
国
民
統
合

ベ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
で
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
政
党
（Parti catholiqu

）
21
（e

）
は
、
建
国
後
ま
も
な
く
（
一
八
八
四

年
）
か
ら
一
九
九
九
年
ま
で
、
ほ
ぼ
一
世
紀
に
わ
た
っ
て
単
独
な
い
し
連
立
政
権
を
維
持
し
、
ベ
ル
ギ
ー
の
近
代
化
、
民
主
化
に
寄
与
し
て

き
た
。
ベ
ル
ギ
ー
政
治
史
に
お
け
る
も
っ
と
も
重
要
な
政
党
で
あ
っ
た
。

と
く
に
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
は
ベ
ル
ギ
ー
政
治
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
言
わ
れ
る
。
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そ
れ
は
、
階
級
協
調
的
社
会
経
済
観
を
有
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
政
党
が
、
多
様
な
利
益
対
立
を
調
停
し
多
様
な
社
会
的
利
益
の
共
存
を
可
能

に
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
）
22
（

。
換
言
す
れ
ば
、
宗
教
に
よ
っ
て
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
付
与
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
は
、

様
々
な
階
級
か
ら
な
る
集
団
を
内
に
取
り
込
み
、
そ
の
結
果
、
階
級
利
益
の
対
立
を
包
括
、
党
内
で
調
停
し
、
社
会
紛
争
を
処
理
し
、
か
つ

右
に
も
左
に
も
寄
ら
な
い
中
道
的
政
策
を
提
示
す
る
。
ま
た
、
労
資
両
集
団
か
ら
構
成
さ
れ
る
政
党
と
し
て
、
自
由
主
義
政
党
と
も
、
社
会

主
義
政
党
と
も
連
立
形
成
し
や
す
い
。
い
わ
ゆ
る
「
か
な
め
政
党
（pivotal party

）」
と
し
て
、
社
会
的
対
立
を
回
避
す
る
こ
と
に
貢
献
し

ベ
ル
ギ
ー
国
家
の
維
持
に
貢
献
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
六
〇
年
代
以
降
、
経
済
不
況
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
の
派
閥
リ
ー
ダ
ー
間
に
財
政
政
策
を
め
ぐ
る
論
争
か

ら
権
力
抗
争
が
生
じ
、
六
八
年
に
カ
ト
リ
ッ
ク
政
党
が
二
つ
の
地
域
政
党
に
分
裂
し
た
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
詳
し
く
は
別
稿
を
参
照
さ
れ

た
い
）
23
（

。
そ
の
要
旨
を
記
す
な
ら
ば
、
こ
の
地
域
・
言
語
主
義
化
と
分
裂
の
背
景
に
は
、
六
〇
年
代
全
般
を
通
じ
た
、
カ
ト
リ
ッ
ク
政
党
内
部

に
お
け
る
激
し
い
派
閥
間
対
立
（
主
導
権
と
ポ
ス
ト
の
争
い
）
が
あ
り
、
そ
の
混
乱
の
な
か
で
カ
ト
リ
ッ
ク
は
本
質
的
に
統
一
性
を
弱
め
て

い
た
。
ま
さ
に
そ
の
と
き
言
語
紛
争
が
政
治
化
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
九
〇
年
代
の
、
連
邦
化
後
に
行
わ
れ
た
一
九
九
九
年
選
挙
で
下
野
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
・
民
族
主
義
的
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
を
強
め
、
C
V
P
（
キ
リ
ス
ト
教
人
民
党
）
は
フ
ラ
マ
ン
主
義
を
掲
げ
る
C
D
V
（
キ
リ
ス
ト
教
民
主
フ
ラ
マ
ン
党
）
と
な
っ
た

（
つ
ま
り
党
名
に
「
フ
ラ
マ
ン
」
を
掲
げ
た
）。
そ
し
て
先
に
述
べ
た
二
〇
〇
七
年
の
選
挙
で
は
、
党
首
ル
テ
ル
ム
が
「
フ
ラ
ン
ス
語
話
者
に

は
オ
ラ
ン
ダ
語
を
理
解
す
る
能
力
が
な
い
」
な
ど
と
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
発
言
し
、
フ
ラ
マ
ン
市
民
の
圧
倒
的
な
支
持
を
集
め
て
勝
利
す

る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
政
権
形
成
で
は
、
フ
ラ
マ
ン
の
「
社
会
保
障
財
源
の
分
権
化
」
と
い
う
要
求
を
め
ぐ
っ
て
両
民
族
が
対
立
し
、
合

意
形
成
に
失
敗
し
、
ベ
ル
ギ
ー
分
裂
危
機
を
招
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
フ
ラ
マ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
政
党
は
フ
ラ
マ
ン
市
民
の
支
持
を

得
て
政
権
に
返
り
咲
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
フ
ラ
マ
ン
主
義
化
し
、
フ
ラ
マ
ン
の
利
益
を
第
一
に
訴
え
、
フ
ラ
マ
ン
自
治
の
要
求
を
強
め

た
。
も
は
や
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
は
、
権
力
争
い
の
末
に
、
国
民
統
合
勢
力
か
ら
、
分
離
勢
力
と
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
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改
め
て
問
う
な
ら
ば
、
な
ぜ
そ
う
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
以
下
で
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
思
想
」
の
有
す
る
問
題
点
を
検
討
し

た
い
。

5
．
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
思
想
の
「
現
実
」
的
脆
弱
性

従
来
「
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
」
と
は
、
少
な
く
と
も
ベ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
は
、
一
九
世
紀
末
の
カ
ト
リ
ッ
ク
系
労
働
運
動
に
か
か
わ
っ

て
い
た
、
前
衛
的
活
動
家
に
向
け
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
な
か
で
、
社
会
主
義
ま
が
い
の
こ
と
を
す
る
運
動
家
を
、
当
時
の

保
守
層
は
危
険
視
し
て
「
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
者
」
と
呼
ん
だ
わ
け
で
、
思
想
的
な
根
拠
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
）
24
（

。
後
に
こ
れ
を
思
想
的

に
体
系
化
し
た
人
物
と
し
て
ジ
ャ
ッ
ク
・
マ
リ
タ
ン
（M

aritain, Jacque 1882–1973

）
の
名
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
マ
リ
タ
ン
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
ネ
オ
・
ト
ミ
ズ
ム
の
思
想
家
で
あ
り
、
二
〇
世
紀
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
第
一
人
者
で
あ
る
）
25
（

。
実
際
に
マ

リ
タ
ン
の
著
書
の
い
く
つ
か
は
ベ
ル
ギ
ー
で
出
版
さ
れ
て
い
る
）
26
（

。
ま
た
ベ
ル
ギ
ー
の
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
は
戦
後
直
後
大
幅
な
党
改
革
を
行
っ

た
が
、
綱
領
作
成
に
際
し
て
マ
リ
タ
ン
の
思
想
に
影
響
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
）
27
（

。

彼
の
影
響
下
に
定
め
ら
れ
た
、
戦
後
の
ベ
ル
ギ
ー
・
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
の
綱
領
に
含
ま
れ
る
言
葉
に
「
人
格
主
義
（per-

sonalism
e

）」
が
あ
る
。「
人
格
主
義
」
と
は
、
資
本
主
義
の
進
展
・
自
由
民
主
主
義
の
発
展
と
伝
統
的
な
キ
リ
ス
ト
教
々
説
と
の
和
解
を
試

み
た
思
想
で
あ
る
と
さ
れ
、
よ
り
単
純
化
す
れ
ば
、「
個
人
主
義
」
を
キ
リ
ス
ト
教
的
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
人
間
の
あ

ら
ゆ
る
次
元
で
の
「
人
格
」
の
成
長
に
重
き
を
置
く
。
そ
れ
は
個
人
を
野
放
し
に
す
る
資
本
主
義
や
、
職
業
、
階
級
と
い
う
経
済
的
に
規
定

さ
れ
た
集
団
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
共
産
主
義
と
は
異
な
り
、
よ
り
自
然
な
形
態
で
の
社
会
組
織
、
と
く
に
家
庭
に
お
い
て
な
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
家
庭
に
お
い
て
「
人
格
」
は
成
長
す
る
の
で
あ
る
）
28
（

。
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こ
れ
に
関
連
し
て
、
さ
ら
に
「
人
間
の
尊
厳
（dignité hum

aine

）」
の
重
視
に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、
マ
リ
タ
ン
は
以
下
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。
ま
ず
、「
人
は
絶
対
的
な
尊
厳
を
所
有
し
て
い
る
」。
そ
の
尊
厳
の
根
拠
は
、「
な
ぜ
な
ら
、
人
は
直
接
的
に
絶
対
者
と
関
係
を

も
ち
、
そ
の
関
係
に
お
い
て
の
み
、
ま
っ
た
き
完
成
を
見
い
だ
し
う
る
か
ら
」
で
あ
る
）
29
（

。
そ
の
結
果
、
彼
は
「
個
々
の
人
間
の
魂
は
あ
ら
ゆ

る
肉
体
世
界
や
物
質
世
界
よ
り
も
尊
い
」
と
述
べ
る
。
こ
こ
で
は
人
間
の
選
択
、
自
由
な
意
思
が
尊
重
さ
れ
る
）
30
（

。
つ
ま
り
暗
黙
の
う
ち
に

「
人
間
性
」
が
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
、
と
く
に
ル
タ
ー
派
や
カ
ル
ヴ
ァ
ニ
ズ
ム
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
マ
リ
タ
ン
自
身

も
、「
人
は
原
罪
に
よ
っ
て
本
質
的
に
腐
敗
し
て
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

る0

――
こ
れ
が
ル
タ
ー
や
カ
ル
ヴ
ァ
ン
、
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ム
の
原
理
で
あ
る
。
…
…
そ

う
、
こ
れ
は
完
全
な
悲
観
主
義
で
あ
る
。
…
…
こ
こ
に
お
い
て
は
も
は
や
自
由
な
意
思
は
な
い
。
原
罪
に
よ
っ
て
自
由
な
意
思
は
殺
さ
れ
て

い
る
」
と
述
べ
て
い
る
）
31
（

。
つ
ま
り
人
間
の
意
志
、
能
力
、
理
性
に
た
い
す
る
評
価
は
一
八
〇
度
異
な
っ
て
い
る
。

三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
け
で
多
く
を
語
る
べ
き
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
な
ら
、
お
ろ
か
な
権
力
争
い
は
し

な
い
か
、
と
い
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
も
な
い
と
答
え
る
し
か
な
い
。
し
か
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
か
ら
発
し
た
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
思
想
と
は
、

人
間
の
理
性
、
自
由
な
意
思
に
、
根
本
的
な
部
分
で
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
ベ
ル
ギ
ー
の
カ
ト
リ
ッ
ク
政
治

勢
力
は
、
理
性
の
赴
く
ま
ま
に
進
み
、
結
局
、
歯
止
め
の
な
い
権
力
抗
争
に
陥
っ
て
し
ま
い
、
そ
こ
か
ら
抜
け
出
す
す
べ
を
思
想
的
に
知
り

え
な
い
、
の
か
も
し
れ
な
い
）
32
（

。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
戦
後
の
ベ
ル
ギ
ー
・
カ
ト
リ
ッ
ク
政
党
の
権
力
志
向
的
、
民
族
主
義
的
変
化
に
お
い
て
、
マ
リ
タ
ン
の
思
想
は
、
つ
ま

り
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
思
想
は
、actual 

な
「
歯
止
め
」
と
な
り
え
て
い
な
い
。
そ
れ
が
、
時
代
と
状
況
に
流
さ
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
民
主

主
義
思
想
の
脆
弱
性
で
あ
り
、
ま
た
ベ
ル
ギ
ー
を
分
裂
危
機
に
お
い
や
っ
て
い
る
思
想
的
一
要
因
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
点
を
、
本
稿
の
当
初
の
問
い
――
社
会
保
障
制
度
に
よ
る
所
得
移
転
は
国
家
の
解
体
を
進
め
る
か
――
に
沿
っ
て
言
い
換
え
る
の

で
あ
れ
ば
、
そ
の
答
え
は
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
第
一
に
、
社
会
保
障
制
度
に
よ
る
所
得
移
転
は
確
か
に
両
民
族
間
の
敵
意
を
高
め
、
分
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裂
危
機
へ
と
ベ
ル
ギ
ー
を
陥
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
二
に
、
そ
の
要
因
は
社
会
保
障
制
度
自
体
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
を
支

え
て
き
た
思
想
の
脆
弱
性
に
あ
る
。
つ
ま
り
「
家
族
」
と
い
う
原
初
的
共
同
体
を
重
視
し
た
社
会
保
障
制
度
は
、
重
視
し
た
対
象
が
原
初
的

で
あ
る
が
ゆ
え
に
脆
弱
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
原
初
的
な
人
間
の
欲
望
を
も
露
わ
に
し
、
不
断
の
権
力
争
い
を
生
ぜ
し
め
る
。
同
時
に
そ
れ

は
、
お
そ
ら
く
民
族
と
い
う
原
初
的
共
同
体
の
壁
を
乗
り
越
え
る
「
連
帯
」
を
生
み
出
し
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
原
初
的
共

同
体
を
政
策
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
限
り
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
思
想
は
、
包
摂
と
排
除
の
過
程
の
中
で
生
じ
る
人
間
の
根
源
的

な
争
い
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

6
．
ま
と
め

今
後
の
ベ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
予
断
を
許
さ
な
い
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
が
、
一
八
三
〇
年
の
独
立
以
降
、
こ
ん
に
ち
に
い
た
る
ま

で
、
ゆ
っ
く
り
と
ベ
ル
ギ
ー
は
分
裂
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
映
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
ま
で
「
ゆ
っ
く
り
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
か

ら
、
東
欧
の
よ
う
な
民
族
浄
化
を
経
験
し
て
い
な
い
点
で
は
平
和
裏
で
あ
ろ
う
と
評
価
し
て
よ
い
。
し
か
し
、
け
っ
し
て
分
裂
し
な
い
国
家

で
は
な
い
。
で
は
、
統
一
維
持
の
た
め
に
な
に
が
で
き
る
か
。

長
期
的
に
み
て
、
ベ
ル
ギ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
再
生
で
き
る
か
と
い
う
点
が
問
題
と
な
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
建
国
時
の
よ
う

な
、
人
間
理
性
を
重
視
す
る
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
に
対
抗
す
る
宗
教
的
対
抗
勢
力
が
外
敵
と
し
て
あ
ら
わ
れ
う
る
な
ら
ば
再
生
し
う
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
非
現
実
的
で
あ
る
し
、
望
む
べ
き
で
は
な
い
。

だ
と
す
れ
ば
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
政
治
的
エ
リ
ー
ト
、
リ
ー
ダ
ー
の
再
生
に
期
待
す
る
し
か
あ
る
ま
い
。
つ
ま
り
、
権
力
抗
争
の
時
代
が

続
い
て
い
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
思
想
的
脆
弱
性
を
克
服
す
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
偏
狭
な
自
己
利
益
に
固
執
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し
な
い
政
治
家
に
ご
登
場
い
た
だ
き
た
い
と
願
い
た
い
。
逆
に
言
え
ば
、
そ
う
い
う
政
治
家
が
出
て
こ
な
い
以
上
、
い
か
な
る
制
度
改
革
を

行
っ
て
も
、
言
語
問
題
は
再
燃
す
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

﹇
追
記
﹈ 

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金　

若
手
研
究
（
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
）
課
題
採
択
番
号
一
九
八
三
〇
〇
五
六
「
政
治
制
度
と
市
民
的
自
己
決
定
の

間
の
齟
齬
――
ベ
ル
ギ
ー
型
連
邦
制
の
脆
弱
性
――
」（
研
究
代
表
者
・
松
尾
秀
哉
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
本
稿
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

地
域
問
題
研
究
会
」（
二
〇
〇
七
年
一
二
月
二
六
日
）（
研
究
会
代
表
・
宮
島
喬
、
原
聖
）
で
の
報
告
、「
日
本
基
督
教
学
会
・
関
東
支
部
会
」

で
の
報
告
（
二
〇
〇
九
年
三
月
二
六
日
）
を
も
と
に
し
て
い
る
。
当
日
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
植
木
献
・
佐
藤
啓
介
両
氏
他
の
参
加
者
に
感

謝
す
る
。

　
　
　
注

（
1
） 

齊
藤
純
一
「
社
会
的
連
帯
の
変
容
と
課
題
」、
齊
藤
純
一
編
著
『
福
祉
国
家
／
社
会
的
連
帯
の
理
由
』、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
講
座
・
福
祉
国
家

の
ゆ
く
え 

五
、
六
ペ
ー
ジ
。

（
2
） 

堀
江
孝
司
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
と
福
祉
国
家
――
危
機
の
諸
相
と
刷
新
の
方
向
性
を
め
ぐ
っ
て
――
」、
宮
本
太
郎
編
『
福
祉
国
家
再
編
の
政

治
』、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
講
座
・
福
祉
国
家
の
ゆ
く
え
1
、
二
八
七
ペ
ー
ジ
。

（
3
） 

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
B
・
バ
レ
ッ
ト
他
編
、
竹
中
正
夫
訳
『
世
界
キ
リ
ス
ト
教
百
科
事
典
』、
教
文
館
、
一
九
八
六
年
、
八
〇
〇
―
八
〇
六
ペ
ー
ジ
。

（
4
） W

itte, E
ls, Jan C

raeybeckx, A
lain M

eynen, translation: R
af C

asert

（2000
）, Political H

istory of B
elgium

 from
 1830 onw

ards, 

A
ntw

erpen: Standaad U
itgeverij.
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（
5
） H

eisler, M
artin O

.

（1990

）, “H
yphenating B

elgium
: C

hanging State and R
egim

e to C
ope w

ith C
ultural D

ivisions, ” in Joseph V. 

M
ontville, ed., C

onflict and Peacem
aking in M

ultiethnic Societies, London: Lexington, p. 179.

（
6
） 
詳
し
く
は
、
拙
稿
「『
調
停
の
政
治
』
再
考
――
ベ
ル
ギ
ー
・
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
の
六
〇
年
代
――
」、
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
『
聖

学
院
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
三
九
号
、
二
〇
〇
七
年
。

（
7
） 

詳
し
く
は
、Lijphart, A

rend

（1977

）, D
em

ocracy in Plural Societies: A
 C

om
parative E

xploration, N
ew

 H
aven and London: Yale 

U
niversity Press.

（
8
） 

以
下
は
、
拙
稿
「
ベ
ル
ギ
ー
R
T
B
F
架
空
報
道
騒
動
と
経
済
格
差
」、
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
『
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
ニ
ュ
ー
ズ
・
レ

タ
ー
』、Vol.17–1,  
九
―
一
一
頁
、
二
〇
〇
七
年
に
よ
る
。

（
9
） H

undley, Tom
,  “B

elgium
: Land of chocolate, beer and an unhappy union, ” C

hicago T
ribune, 12/02/2007. http://archives.

chicagotribune.com
/2007/feb/12/new

s/chi-0702120161feb12

（
二
〇
〇
九
年
四
月
二
七
日
）

（
10
） 

ベ
ル
ギ
ー
は
伝
統
的
に
（
第
二
次
世
界
大
戦
後
）
多
党
制
で
あ
り
、
一
党
で
政
権
を
担
う
こ
と
は
な
い
（
こ
れ
は
大
方
の
大
陸
西
欧
諸
国
と
同

様
で
あ
る
）。

（
11
） 

詳
し
い
政
治
過
程
は
、
二
〇
〇
九
年
六
月
二
八
日
、
日
本
比
較
政
治
学
会
研
究
大
会
・
自
由
企
画
6
『
比
較
政
治
学
研
究
に
お
け
る
構
造
と
主

体
の
関
係
の
再
検
討
』
に
お
け
る
報
告
「
ベ
ル
ギ
ー
の
国
家
分
裂
危
機
――
連
邦
化
以
降
の
政
治
的
主
体
の
行
動
変
化
」
に
て
報
告
し
た
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
別
稿
に
て
述
べ
た
い
。

（
12
） 

補
足
す
れ
ば
、
ベ
ル
ギ
ー
は
現
在
「
国
家
」
レ
ベ
ル
の
政
党
は
存
在
し
な
い
。
一
九
九
三
年
に
ベ
ル
ギ
ー
は
連
邦
国
家
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
と

同
時
に
（
ま
た
以
前
か
ら
）、
あ
ら
ゆ
る
政
党
が
フ
ラ
マ
ン
系
、
フ
ラ
ン
ス
系
政
党
に
分
か
れ
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
、
自
由
党
も
、
社
会
党
も
、

そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
政
党
も
、
か
つ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
が
ひ
と
つ
の
政
党
で
あ
っ
た
が
、
連
邦
化
改
革
の
前
後
で
、
み
な
二
つ
の
言
語
政
党
に
分

か
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
か
つ
て
は
慣
例
と
し
て
、
連
邦
＝
中
央
政
府
形
成
の
際
は
、
フ
ラ
マ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
政
党
が
政
権
に
加
わ
る

な
ら
、
ワ
ロ
ン
の
同
系
政
党
も
加
わ
る
と
い
う
よ
う
に
、
同
一
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
政
党
の
対
称
的
連
合
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
が
、
二
〇
〇
二
年

あ
た
り
か
ら
、
連
立
も
「
非
対
称
的
」
な
組
み
合
わ
せ
で
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

（
13
） 

本
来
、
筆
者
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
が
、
戦
後
の
一
定
期
に
お
い
て
は
対
立
す
る
国
内
利
益
を
和
解
し
、
内
的
統
一
を

維
持
す
る
た
め
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
が
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
社
会
・
経
済
的
状
況
の
な
か
で
そ
れ
が
変
化
し
、
極
め
て
権
力
志
向
の
強
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い
政
党
へ
と
変
化
し
、
い
ま
や
ベ
ル
ギ
ー
と
い
う
国
家
の
分
裂
を
促
す
ア
ク
タ
ー
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
論
じ
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た

変
化
を
促
し
た
要
因
と
し
て
、
①
六
〇
年
代
以
降
の
エ
リ
ー
ト
間
権
力
抗
争
と
、
②
九
三
年
に
ベ
ル
ギ
ー
が
採
用
し
た
独
特
の
「
連
邦
制
度
」

に
よ
っ
て
選
挙
ア
リ
ー
ナ
が
変
化
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
拙
稿
「
人
口
の
大
都
市
集
中
（
都
市
化
）
と
民
族
紛
争
――
ベ
ル
ギ
ー

型
多
文
化
主
義
か
ら
考
え
る
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
抱
え
る
リ
ス
ク
――
」、
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
『
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』

四
三
号
、
二
〇
〇
九
年
一
月
。

（
14
） Incom

e D
istribution and Poverty in O

E
C

D
 countries in the Second H

alf of the 1990s,  

日
本
語
訳
は
湯
浅
誠
『
反
貧
困
――
「
す
べ
り

台
社
会
」
か
ら
の
脱
出
』、
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
八
年
、
三
二
ペ
ー
ジ
、
図
6
。

（
15
） 

同
右
。

（
16
） 

た
と
え
ば
、
新
川
敏
光
「
福
祉
国
家
の
危
機
と
再
編
――
新
た
な
社
会
的
連
帯
の
可
能
性
を
求
め
て
――
」、
齊
藤
純
一
編
著
、
前
掲
書
、
堀
江
、

前
掲
論
文
を
参
照
の
こ
と
。

（
17
） 

ピ
エ
ー
ル
・
ロ
ザ
ン
ヴ
ァ
ロ
ン
著
、
北
垣
徹
訳
『
連
帯
の
新
た
な
る
哲
学　

福
祉
国
家
再
考
』、
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
六
年
、
二
ペ
ー
ジ
。

（
18
） 

著
名
な
エ
ス
ピ
ン
＝
ア
ン
デ
ル
セ
ン
に
よ
れ
ば
、
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
大
陸
諸
国
の
福
祉
制
度
は
、
北
欧
と
異
な
る
「
保
守
主
義
的
福
祉
国
家
」
で

あ
り
、
そ
の
制
度
化
を
担
っ
て
き
た
の
は
「
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
」
で
あ
る
（E

sping-A
ndersen, G

osta

（1990

）, T
he T

hree W
orlds 

of W
elfare C

apitalism
, Princeton: Pronceton U

. P.

）。

（
19
） 

拙
稿
、
二
〇
〇
七
年
、
前
掲
論
文
。

（
20
） 

柴
田
寿
子「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
社
会
的
連
帯
と
補
完
性
原
理
――
E
U
時
代
に
お
け
る
公
共
性
の
再
構
築
と
多
元
的
福
祉
社
会
の
思
想
――
」、

齊
藤
純
一
編
著
、
前
掲
書
、
九
五
ペ
ー
ジ
。

（
21
） 

第
二
次
世
界
大
戦
後C

hristelijke Volkspartij/Parti Social C
hretien

に
党
名
変
更
し
、
一
九
六
八
年
に
は
こ
れ
が
二
つ
（
オ
ラ
ン
ダ
語

系
、
フ
ラ
ン
ス
語
系
）
に
分
裂
、
さ
ら
に
一
九
九
九
年
に
在
野
し
て
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れC

hristen-D
em

ocratisch en V
laam

s, C
entre 

dém
ocrate hum

aniste 

に
党
名
を
変
更
し
た
。

（
22
） Van K

ersbergen,K
ees, Social C

apitalism
: A

 Study of C
hristian D

em
ocracy and W

elfare State, London; R
outledge.

（
23
） 

拙
稿
、
二
〇
〇
七
年
、
前
掲
論
文
。

（
24
） 

拙
稿
、
二
〇
〇
〇
年
、
前
掲
論
文
。
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（
25
） 

た
と
え
ば
、
今
な
お
、
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
管
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
二
〇
世
紀
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
先
駆
者
と
し
て
マ
リ
タ
ン
の
名
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。http://w

w
w

.jesuits.or.jp/sj-hum
anism

.htm
l

（
二
〇
〇
九
年
二
月
二
六
日
）

（
26
） 
た
と
え
ばLe m

ystère d ’Israël et autres essays

（1965

）, Le paysan de la G
aronne : un vieux laïc s ’interroge à propos du tem

ps présent
（1966
）, D

e l ’E
glise du C

hrist: la personne de l ’E
glise et son personnel

（1970

）
な
ど
は
ベ
ル
ギ
ー
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。

（
27
） 

土
倉
莞
爾
「
ベ
ル
ギ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
――
戦
中
か
ら
戦
後
へ
の
変
容
」、
田
口
晃
・
土
倉
莞
爾
編
著
『
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
と
西

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
』、
二
〇
〇
九
年
、
木
鐸
社
、
一
九
四
ペ
ー
ジ
。

（
28
） Irving, R

.E
.M

.
（1979

）, C
hristian D

em
ocratic Parties of W

estern E
urope, London: G

eorge&
U

rw
in,pp.30–31.

（
29
） Les droits de l ’hom

m
e et la loi naturelle, É

ditions de la M
aison française, 1942, p.4.

（
30
） H

um
anism

e intégral:problem
es tem

porels et spirituals d ’une nouvelle chrétienté, Fernand A
ubier, 1936, p.9

（
31
） Ibid., p.16.

（
32
） 

も
ち
ろ
ん
マ
リ
タ
ン
自
身
も
、
そ
の
著
作
を
ひ
も
解
い
て
い
く
と
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
際
に
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
伝
統
に
反
省
的
に

憧
憬
す
る
時
期
が
あ
る
（
小
林
珍
雄
訳
『
フ
ラ
ン
ス
哲
学
者
の
見
た
ア
メ
リ
カ
』、
荒
地
出
版
社
、
一
九
五
八
年
）。
し
か
し
、
一
転
し
て
後
の

名
著
『
人
間
と
国
家
』
に
お
い
て
は
、
や
は
り
「
人
格
主
義
」
の
強
調
に
回
帰
し
て
い
る
。
推
測
に
す
ぎ
な
い
が
、
マ
リ
タ
ン
は
も
と
も
と
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
あ
り
、
一
九
〇
六
年
に
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
し
て
い
る
の
で
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
素
養
も
あ
っ
た
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。
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